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家族防災会議を開こう

わが家の避難マップ

避難する時の心得

わが家の安全対策

 地震が発生した時に、被害を最小限とするためには、日頃の備え
が肝心です。わが家の家族防災会議を開き、地震が発生した場合
について、話し合っておきましょう。

　実際に避難場所まで歩き、どのくらいの時間で行けるのか、距離は、途中に
危険な箇所はないかを確認し、防災マップをつくりましょう。

●家族の役割分担
地震が起きた時に備え、家族
一人ひとりの役割を決めてお
きましょう。
火を消す人、ドアを開ける人、
お年寄りを守る人、非常持出し
品を管理する人など。

●わが家の危険な
   ポイントチェック
わが家の危険箇所をチェック！大きな地
震の揺れで、倒れそうなタンスや落ち
てきそうな物など、どこが、どのように
危険なのか、家族みんなで話し合い、
その対策を立てましょう。

●非常持出し品や備蓄品
9ページにある「非常持出し品・備
蓄品リスト」を使って、わが家の非
常用品のチェックをしましょう。家
族みんなで、何が、どこにあるかを
確認すると、もしもの時もあわて
ません。

●家族との連絡方法

●家具の転倒防止

学校や職場、外出先で、地震が発生することも
あります。もしもの時の家族との連絡方法を確
認し、「わが家の防災メモ」に書き込みましょう。
「災害用伝言ダイヤル」なども、使い方を覚え
ておくと安心です。子どもには「避難カード」
を持たせると確実です。

●わが家の防災マップづくり
避難場所まで実際に歩いて、どのくらいの距離
があるのか、途中、倒れやすい塀などがないか、
危険な箇所はないかを確認しましょう。実際に
歩いて、わが家の防災マップを作成するといざ
という時に、確実に避難場所へ行くことができ
ます。

●車の運転をしている場合
●車での避難は、できるだけ避ける
●規制区域では運転禁止
●緊急車両を優先

●市街地や住宅地で地震に遭った時
●屋外では、頭を危険物から守ることが一番
●ブロック塀は崩れやすく危険。できるだけ近づかない
●切れた電線は、絶対に触ってはいけません
●避難する場所へは、必ず徒歩で
●持ち物は、最小限に

●テレビ、タンス・棚、食器棚を固定
●テレビは重量物。四隅に粘着性の
　耐震シートを貼るか、バンドタイプ
　の固定具で固定します
●タンス・棚は、L型金物を木ねじで止める方法が一番。
　壁を傷つけられない場合には、固定具などを使うと便利
●食器棚は、中にある食器が飛び出す危険が
●食器棚の中に滑り止めマットを敷いたり、扉が開かない
　よう留め具を付けること

●照明器具の地震対策
●照明器具は、地震の揺れで落下
　したり、天井にぶつかって割れる
　恐れが
●天井に１箇所で固定するのでなく、
　チェーンなどで数カ所止める
●電球などは、飛散防止対策を
　したものに替えると安全

●窓ガラスの飛散防止
●大地震では、窓ガラスは
　割れてしまいます
●割れても破片が飛び散ら
　ないよう、ガラスに飛散
　防止フィルムを貼る

●火災予防対策
●地震で一番怖いことは、火災
●台所には、必ず消火器を設置し、
　有効期限は、毎年確認
●住宅用火災警報器は、必ず設置
●コンセントに水がかかるとショートする
　ので、電化製品の近くには水を置かない
●テレビや家電製品の近くの花瓶や水槽などの水は、
　地震でこぼれて火災を起こす原因になる

避難所で生活をする場合

●共同生活
●所持品は、1箇所にまとめて、
　余震の時にはすぐに持ち出せる
　ように
●所持品に名前を書いておくと、
　混乱を防げる
●自治組織をつくり、共同での
　生活ルールを守りましょう

●生活環境を衛生的に
●ゴミは所定の場所へ
●トイレもきれいに使いましょう
●清掃などは定期的に行い、
　清潔な状態を保ちましょう

●バリアフリーのひと工夫
●障害のある方やお年寄りには、手助けを
●車いすの方が通行できるようになど、
　バリアフリーに
●ちょっとした工夫を出し合って、
　みんなが生活しやすい環境を

●インフルエンザなどの
　感染症予防
●手洗いやうがいなどを励行
●感染予防策を心がけましょう

安全なところは？
学校や消防署、役所や支所、
病院などを書き込んで、安全
な場所を確認しましょう。

危ないところは？
急な崖や川、大きな看板や自動販売機、
ブロック塀や古い建物に囲まれた細
い道など、避難する時に危険な場所
を確認し、地図に記入しましょう。
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